
で
働
く
配
慮
が
必

要
な
方
へ
の
正
し

い
接
し
方
を
学
び

ま
し
た
。

第
３
回

　
研
修
会
、
各
企
業
の
活
動
報
告
や
意
見

交
流
を
行
う
予
定

　
企
業
部
会
所
属
の
事
業
者
は
、
民
推
協

主
催
事
業
や
人
権
教
育
研
究
協
議
会
が
開

催
す
る
研
究
大
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
仕
事
に
は
「
人
」
が
関
わ
り
ま

す
。
企
業
が
人
権
に
つ
い
て
学
び
、
配
慮

す
る
こ
と
は
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
・

や
り
が
い
・
企
業
の
信
頼
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。
今
後
も
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
え
る
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
を
目

指
し
て
、
民
推
協
企
業
部
会
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
民
推
協
企
業
部
会
で
は
、
加
入
事
業
所

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
規
加
入
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
人
権
教
育
推
進
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼	

人
権
教
育
推
進
課
（
☎
64
・
３
１
８
２
）

　
た
つ
の
市
民
主
化
推
進
協
議
会
（
以
下

「
民
推
協
」と
い
う
）
企
業
部
会
は
、
主
に

市
内
の
46
事
業
所
で
組
織
さ
れ
、
「
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
、
明
る
く
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
人
権
意

識
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
、
例
年
３
回
の

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
研
修
会

第
１
回

　
人
権
啓
発
映
画
「
ド
ラ
マ
で
学
ぶ
ビ
ジ

ネ
ス
と
人
権
」
を
視
聴
し
、
学
習
シ
ー
ト

を
利
用
し
た
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
企
業
担
当

者
が
、
そ
の
ま
ま

自
社
で
人
権
研
修

を
行
う
こ
と
が
で

き
る
内
容
に
し
て

い
ま
す
。

第
２
回

　

ぴ
ー
す
＆
ピ
ー
ス
代
表
の
矢
野
一
隆

さ
ん
他
２
名
に
「
知
的
・
発
達
障
害
擬
似

体
験
～
知
っ
て
ほ
し
い
な
私
た
ち
の
こ
と

～
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
知
的
・
発
達
障
害
が
あ
る
方
が
社
会

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
参
加
者

全
員
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
同
じ
職
場

241

人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て

−

学
ぼ
う
人
間
の
尊
厳

−

た
つ
の
市
民
主
化
推
進
協
議
会
企
業
部
会
の
取
り
組
み

交通安全功労者知事感謝状

たつの市民奨励賞

　令和７年度交通安全県民大会で、県知事から御津町交通安全協会の
大西 一義会長に交通安全功労者として感謝状が贈呈されました。

　スポーツの分野において優秀な成績を収められた方々に対して、今後一層の活躍を期待して、市民奨励賞を
贈呈しました。

宇原 光さん
（龍野町）

第77回全日本バレーボール
高等学校選手権大会

第３位

谷川 詩織さん
（御津町）

第50回全日本高等学校選抜
ソフトテニス大会

優勝

内海 翼さん
（揖西町）

第24回全国小学生
ソフトテニス大会

第３位

西田 豊和さん
（御津町）

JFA第24回全日本O–60
サッカー大会

準優勝

たつの市中学校文化部による芸術文化発表会を開催！
～ 中学生の元気な姿をお届けしました～

まなぶ

　市内中学校文化部とたつの市認定地域クラブが、日頃の活動成果を
披露する「芸術文化発表会」を開催しました。たつの市制施行20周年
の記念行事として実施し、多くの来場者にご観覧いただきました。

学都たつの学都たつののの輝き輝きとと歴史・文化歴史・文化がが薫るまち薫るまちをを目指して目指して

▶ 学校教育課（☎64・3179）

クリエイト部　巨大立体アート

文化部　習字アート 家庭科部　手芸作品 茶道部

ギター・マンドリン部ダンス部

吹奏楽部 フィナーレ　童謡『赤とんぼ』

播州ストリートスポーツ協会（認定地域クラブ）

この事業は、未来に資する事業に活用する「たつの未来基金」を活用しています。

●	展示発表では、美術部、クリエイト部、家庭科部、文化部の力作を展示。また、御津中学校茶道部による
お茶席では、来場の皆さまにお茶をふるまい、心安らぐひとときを楽しんでいただきました。

●	ステージ発表では、ダンスクラブ、ギター・マンドリン部、吹奏楽部が出演。会場は笑顔と大きな拍手に包
まれ、最後は出演者全員で、童謡『赤とんぼ』を合唱し、華やかにフィナーレを迎えました。

　参加した生徒からは、「たくさんの人の前で発表できて楽しかった」「学校以外の人にも見てもらえ
る機会があってよかった」「他校の作品を見て、自分も挑戦したいと思った」といった声が寄せられま
した。
　また、ご来場の方々からも、「先生も生徒も一緒に楽しんでいる姿に感動した」「生徒たちの活動
が身近に感じられて元気をもらえた」などの感想があり、中学生にとって思い出に残る感動の1日にな
りました。
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